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研究概要：B5Gに向けて上空のプラットフォームから広域のエリアカバーを実現する非地上系ネットワーク
（NTN）への期待が高まっている。本研究開発では、上空プラットフォームの実運用及び高度化に向けて、
上空プラットフォームの移動や傾きによらず安定したエリア形成を行うフットプリント固定技術、サイバーフィジ
カルシステム（CPS）を活用しユーザ分布に応じてエリア全体の通信容量を増大するビーム最適化制御技
術、上空プラットフォームの柔軟な展開を実現する干渉調整技術を確立する。また、通信機器の試作装置
及び実際の上空プラットフォームを用いた屋外での実証試験を行い、各要素技術の実証を行う。

（シーズ057） 上空プラットフォームにおけるCPSを活用した
動的エリア最適化技術
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NTN: Non-Terrestrial Network
CPS：Cyber Physical Systems
HAPS: High-Altitude Platform Station
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